
第二の人生の地に横手市山内を選ぶ
　横手市の国道107号沿い、道の駅さんないの奥に、
平成25年9月、「隠れ家Café SYANA（しゃな）」が
オープンした。経営者は盛岡市から移住してきた遠藤
育子さん。
　「夫の定年退職を期に、自然豊かな山里に移り住み
たいと考えて場所探しをしていてここに辿り着きま
した」（遠藤さん）
　この場所と決めてから遠藤さんは思い出したこと
があるという。子供たちが小さかった頃、家族で盛岡
市から秋田ふるさと村に遊びに来た帰り、道の駅さん
ないに立ち寄ったところ、この場所にとてもいい“気”
のようなものを感じていたのだと言う。何か目に見え
ないものに導かれてこの地に辿り着くことになった
のかもしれない。

専門家の指導で経営にプロの自覚を
　ものをつくるのが好きで人とのつながりの場を持
ちたいと考えていた遠藤さんは、生活の糧としてこの
カフェを開店させることになった。
　最初は、前々から好んでつくっていたキッシュをメ
インにし、後にランチメニューとしてスープカレーも

加えた。
　本格的に商売を始めるにあたって、あきた企業活性化
センターの専門家派遣事業を活用し、フードコーディ
ネーターから多面的なアドバイスを受けた。具体的に
は、店の方向性、メニュー構成、予算の立て方などで、プ
ロの経営者として甘えのない経営をするようにとの指
導も受けた。それがなかったら素人感覚のままの商売に
なっていたかもしれないという。
　地域の活性化も考えて食材はできるだけ地元から調
達するようにしている。地元の農家とも交流を深めてい
きたいと考えている。

地域の人々の交流拠点にしていきたい
　盛岡時代に子育て支援などの社会貢献活動にも取
り組んできた遠藤さんは、山内でも様々な勉強会を
開いたり、手づくり品を持ち寄って展示販売をした
りと、人と人のつながりを広げていく手伝いをして
いきたいという。Café SYANAは、その拠点としての
役割も担うことになる。
　営業は、平成26年1月15日まで冬期休業。その後は
毎週火曜日と第1・3水曜日が定休日。

人気のテレビ番組『人生の楽園』さながら、都市の暮らしから離
れて自然豊かな山里に移り住み、趣味の料理づくりの経験を生
かしてカフェを開業。専門家の親身な指導で素人感覚を払拭
し、プロの経営者としての成功を目指す。

隠れ家Café SYANA（しゃな）

創業や経営の向上を図ろうとする中小企業者等が抱える様々な
課題に対し、当センター登録の民間専門家を派遣し、課題解決の
ための診断・助言を実施します。

［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

冬のメインフードメニューは
スープカレー。野菜などの食材は

できるだけ地元のものを使い、
地産地消に貢献したいという。

1 今後は人々の交流の場としても活用
していきたいという店内。

2 飼っているペットと店主の遠藤育子
さん。店のオープンスペースはペット
同伴での利用が可能。

3 Café SYANAはキッシュ（卵とク
リームをパイ生地に流し込んで焼い
たもの）の店としてスタートした。遠
藤さんが主婦時代からつくっていた
自慢の一品。

4 道の駅の一隅にあった陶芸工房を譲
り受けて住居兼店舗にした。

〒019-1108 
秋田県横手市山内土渕字小目倉沢43-2
Tel. 090-2021-8558
営業時間／7：00～18：00
定休日／火曜日、第1・3水曜日

夫の定年退職を期に新天地に
移り住んでカフェを開店

専門家派遣事業

しょっつるは秋田生まれの伝統的な調味料だが、諸井醸造で
はその品質を高め、市場性の高い商品にするための取り組み
を続けている。妥協のないものづくりで高評価を得るまでに
なった。

株式会社諸井醸造

諸井醸造のしょっつる商品バリエーション。
中央の「秋田しょっつる十年熟仙」は

観光庁が選定する
「世界にも通用する究極のお土産」９品

の１品に選ばれている。

〒010-0511 
秋田県男鹿市船川港船川字化世沢176
Tel. 0185-24-3597　Fax. 0185-23-3161
http://www.shottsuru.jp
E-mail:shottsuru@basil.ocn.ne.jp

地域の伝統的食文化アイテムの
商品力を向上させる

食品産業振興の支援

事業の解説

1 2 3 4

専門家派遣事業
県内食品関連企業の商品や技術を発掘するとともに市場ニーズを
把握し、マッチング、販路開拓、新商品開発を支援します。

［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／ものづくり支援担当まで。

1 長期熟成中のしょっつる仕込み樽。
壁に「2001」という仕込み年が記さ
れている。

2 諸井秀樹社長（右）はあきた企業活性
化センターの成田幹寿食品マッチン
グ専門員（左）と日頃から密接に情報
交換を行っている。

3 今シーズンの仕込みが始まったば
かりのしょっつる仕込み樽。

4 “研究室”と名付けた部屋ではハタハ
タ以外の原料の魚醤のテスト生産
もしている。

事業の解説
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食品産業振興の支援

）（センター活用事例 ）（センター活用事例

しょっつるの商品力向上に取り組む
　JR男鹿駅近くにある株式会社諸井醸造は、昭和5年
創業の醤油味噌の醸造元。平成5年頃にハタハタを原
料とする秋田伝統の魚醤しょっつるのテスト生産に
着手し、平成10年に最初の商品を世に出した。テスト
生産から商品化まで5年の歳月を費やしたのは、試行
錯誤の連続で納得のいく品質に辿り着くまでに困難
を極めたためであった。
　諸井醸造がしょっつるづくりを手がける前の
しょっつるは、その独特の香りと味のため必ずしも市
場性が高いとはいえなかった。
　そのしょっつるを売れる商品に育て上げることが
諸井醸造の取り組みであった。

商談会に出て商品の伸びしろを探る
　しょっつるの商品化を果たし需要の拡大を図る過
程においては、あきた企業活性化センターの食品
マッチング専門員のサポートがあり、日頃から密に
情報交換をすることで共にしょっつるの売り出し方
を模索してきた。平成25年11月に東京都港区北青
山で開かれた「食のビジネスマッチング商談会

2013」（あきた企業活性化センター主催）への参加
もその一つ。県内20余りの食品業者や研究機関と共
に、諸井醸造では長期熟成した最高級しょっつる「秋
田しょっつる十年熟仙」などを出展した。
　商談会ではマッチング先の商社・大手小売業者や
一般来場者に対しての販路の拡大もさることなが
ら、まずは国産の高品質の魚醤が存在することをPR
できた。
　また、例えば粉末加工したしょっつるの使用法を
提案することで商品の新たな可能性をマッチング先
と模索できたのが商談会の意義であったと諸井社長
は考えている。

存在をアピールして商品の普及を図る
　「十年熟仙」は、必ずしもそれ自体が大ヒット商品
になることを目指すというよりは、世間からしょっ
つるに注目してもらうための“広告塔”のような存在
だ。この商品が平成25年11月に観光庁選定の「世界
にも通用する究極のお土産」に選ばれたことで、
しょっつるへの問い合わせが急増している。

※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能です( ICT=Information and Communication Technologyの略。「情報通信技術」と訳される）
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